
　食の安全について、食品衛生の監視指導・情報提供の徹底により、区・事業者・区民が情報共有できるよ
う取り組んでいる。
　しかし、消費者の食品安全知識習得率は、低下しており、また、事業者を対象とした自主管理認証説明会
の参加者数も減少しているため、しっかりと検討してもらいたい。
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事業者の自主管理への取り組み支援
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● 食品衛生の監視指導・情報提供が徹底され、区・事業者・区民が情報を共有することで、一層の食の安全が図られてい
　　ます。
● 事業者の自主的な衛生管理への取り組みが促進され、各事業者の衛生水準が向上しています。
● 食の安全を確保するため、区民自らが判断して食品を選択できる環境づくりが進められています。
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Ⅲ　暮らしやすいまち

Ⅲ-１．健康づくりと、自立生活を支える基盤づくり

（３）安全で健康な生活環境の確保

１０年後の
めざす姿

長期総合
計画体系

[ 将 来 像 ]

[基本目 標]

[ 小 柱 ]

主な取り組み

＊施策を構成する行政計画事業の進捗は、裏面「行政計画事業」を参照。

① 監視指導の徹底

食の安全の向上 主
管

健康部

区民自らが判断できる環境づくり
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④ 情報提供と意見交換 ⑨

食中毒発生割合
（区発生件数／都発生件数）

２％
（２５年）

　監視指導の徹底について、食の安全を確保するため、食品取扱施設への重点監視施設一斉監視や、事
業者から収去した食品の検査を行っており、概ね行政計画どおりに実施している。事業者の自主管理への
取り組み支援としての自主管理認証説明会や、区民自らが判断できる環境づくりにかかる消費者・事業者
講習会等の実施回数は計画事業の目標を概ね達成している。一方で、施策の指標については、２８年度は
前年比でやや改善したものの食中毒発生割合は大きく減少しておらず、消費者の食品安全知識習得率に
ついても増加していない状況である。食中毒については、法規制のない鶏肉類の生食や、ノロウイルスが約
８割を占めており、これらの対策が課題である。また、消費者の食品安全知識習得については、食品安全
情報の提供方法を検証するとともに、区民自らが食の安全に関する情報を選択できる力を育む環境づくり
を進める必要がある。

　Ａ　順調である

　Ｃ　課題がある

　Ｂ　一部課題がある

６.６％

消費者の食品安全知識習得率
６６％

（２５年度）

減　少 ７.４％

増　加 ６８.４％

計画策定時
（26年度末）

指標名 28年度

施策の指標

学識経験者
からの意見

４１.７％

（施策の指標の実績、構成する行政計画事業の進捗・成果・課題等を踏まえて評価）
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実績

目標

目標

年４０回

目標

実績

目標

実績

年４０回

年３回

実　施

目標

4

実績

3
（158）食品安全情報の
提供

目標 ４０回 ４０回 ４０回

実績 ３７回 ４１回 ４０回

目標

目標 ３回 ３回 ３回

実績 ３回 ３回 ３回

４０回 ４０回

実績 ５４回

実績

 施策を構成する行政計画事業の進捗

所管課
（事業№）

行政計画事業名
現況

（26年度末）
計画事業量

年度別
事業計画

28年度

目標 １回

1

生活衛生課

年間収去検査検体数

８００検体

2 （157）食品等の検査

目標

（156）食品衛生監視指
導等

実績

重点監視施設一斉監視

２５回

自主管理認証説明会

１回

生活衛生課

目標

実績 ７４０検体

実績 １回

実績

実績

実績

目標 実　施 実　施

目標

実績

目標

消費者講習会

４０回

事業者講習会

４０回

意見交換会

３回
生活衛生課

生活衛生課

目標

実績

年８００検体

目標

実績

１回

生活衛生課

実　施 実　施

１回

８２２検体

目標

生活衛生課

生活衛生課

８００検体

実績

５８回

４０回

４０回

８００検体

実　施

実　施

29年度
（見込み）

８００検体 ８００検体

２５回

２５回 ２５回

１回

２５回

１回

区内小中学校における
公開授業

実　施

実績

27年度

年１回

年２５回
２５回

２４回

目標

目標

実績

目標


